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政
令
第

号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
政
令
等
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
七
条

第
六
項
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
八
号
（
同
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
下
水
道
法
（
昭
和

三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
（
同
法
第
二
十
五
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
一
条
第
二

項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
八
条
第
二
項
、
都
市
計
画
法
（
昭
和

四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
、

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第
八
十
八
条
及
び
第
八
十
八
条
の
二
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年

法
律
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ニ
及
び
第
二
項
第
九
号
並
び
に
第
五
条
第
一
項
並
び
に
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒

音
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
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（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
十
二
号
中
「
（
同
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
並
び
に
第
五

十
三
条
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
三
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
」

に
改
め
る
。

（
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
五
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め

る
。第

一
条
の
六
第
一
項
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
八
条
第
一

項
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
九
十
六
条
第
二
項
の
項
中
「
、
第
九
十
六
条
第
二
項
」
を
削
り
、
同
表

第
十
九
条
第
二
項
、
第
十
九
条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
の
項
中
「
第
七
十



- 3 -

六
条
」
の
下
に
「
、
第
九
十
六
条
第
二
項
」
を
加
え
、
同
表
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
九
十
条
第
一
項
の
項
中
「
第
九
十
条

第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
九
十
六
条
第
二
項
」
を
加
え
、
同
表
第
九
十
四
条
第
五
項
の
項
中
「
又
は
指
定
市
以
外
の
市
」
を

「
、
指
定
市
以
外
の
市
又
は
町
村
（
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
を
行
う
町
村
を
い
う
。
）
」
に
、
「
又
は
指
定

市
で
あ
る
」
を
「
、
指
定
市
又
は
町
村
（
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
を
行
う
町
村
を
い
う
。
）
で
あ
る
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
七
条
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に

改
め
、
同
項
の
表
第
十
三
条
第
四
項
の
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
四
条

第
一
項
の
項
中
「
第
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
十
七
条
第
三
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は

、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
十
九
条
第
二
項

都
道
府
県
の

町
村
の

第
十
九
条
第
二
項
、
第
十
九
条

都
道
府
県
で
あ
る

町
村
で
あ
る
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の
二
第
二
項
、
第
二
十
条
第
三

項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第

七
十
六
条
、
第
九
十
六
条
第
二

項第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
九
十

都
道
府
県
又
は

町
村
又
は

条
第
一
項
、
第
九
十
六
条
第
二

項第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
七
十

市
町
村

市
町
村
（
町
村
を
除
く
。
）

六
条
、
第
九
十
六
条
第
二
項

第
九
十
四
条
第
五
項

都
道
府
県
で
あ
る

町
村
、
都
道
府
県
、
指
定
市
又
は
指
定
市
以
外

の
市
（
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
管
理

を
行
う
市
を
い
う
。
）
で
あ
る

第
九
十
六
条
第
三
項

都
道
府
県
が

町
村
が
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第
四
条
の
二
第
二
項
中
「
第
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
四
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
か
ら
第
三
項
ま
で

」
を
「
、
第
二
項
又
は
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
及
び
第
三
十
八
条
の
四
第
二
号
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」

を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
建
設
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
三
号
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
長
」
に
改
め
る
。

（
都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
第
一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
市
公
園
の
配
置
及
び
規
模
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）
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第
一
条

都
市
公
園
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
条
及
び
第
二
条

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
条
中
「
都
市
公
園
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
公
園
施
設
の
建
築
面
積
の
基
準
の
特
例
が
認
め
ら
れ
る
特
別
の
場
合
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
養
施
設
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
運
動
施
設
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
教
養
施
設

、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
備
蓄
倉
庫
そ
の
他
同
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
施
設
又
は

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
に
規
定
す
る
都
道
府
県
立
自
然
公
園
の
利
用
の
た
め
の
施
設
で

あ
る
建
築
物
（
次
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。
）
を
設
け
る
場
合

第
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

前
号
の
休
養
施
設
又
は
教
養
施
設
で
あ
る
建
築
物
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
を
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設
け
る
場
合

第
六
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

屋
根
付
広
場
、
壁
を
有
し
な
い
雨
天
用
運
動
場
そ
の
他
の
高
い
開
放
性
を
有
す
る
建
築
物
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
も
の
を
設
け
る
場
合

四

仮
設
公
園
施
設
（
三
月
を
限
度
と
し
て
公
園
施
設
と
し
て
臨
時
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
を
い
い
、
前
三
号
に
規
定
す

る
建
築
物
を
除
く
。
）
を
設
け
る
場
合

第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

地
方
公
共
団
体
の
設
置
に
係
る
都
市
公
園
に
つ
い
て
の
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
十
を
限
度

と
し
て
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

３

地
方
公
共
団
体
の
設
置
に
係
る
都
市
公
園
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た

だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
二
十
を

限
度
と
し
て
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
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第
六
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

地
方
公
共
団
体
の
設
置
に
係
る
都
市
公
園
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た

だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
十
を
限

度
と
し
て
同
項
本
文
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

５

地
方
公
共
団
体
の
設
置
に
係
る
都
市
公
園
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た

だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
二
を
限

度
と
し
て
同
項
本
文
又
は
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

６

国
の
設
置
に
係
る
都
市
公
園
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、
第
二
項

か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
」
に
改
め
る
。



- 9 -

第
九
条
第
四
号
中
「
若
し
く
は
第
四
項
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可

」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
勾
配
」
を
「
勾
配
」

こ
う

に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
の
表
第
十
八
条
第
一
項
の
項
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
の
表
第
八
十
五
条
第
二
項
の
項
及
び
第
八
十
五
条
第
三
項
の
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
の
表
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
項
、
同
条
第
二
項
の
表
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
項
及
び
同
条
第

三
項
の
表
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
中
「
市
町
村
又
は
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
緑
地
管
理
機
構
で
同
法
第
六
十
九
条
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
」
を
「
都
道
府
県
、
町
村
又
は
同
条

第
二
項
に
規
定
す
る
緑
地
管
理
機
構
」
に
改
め
る
。
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（
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
表
第
二
十
四
条
の
項
及
び
第
十
三
条
の
表
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第

十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
地
す
べ
り
等
防
止
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

地
す
べ
り
等
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
九
十
六
条
の
四
」
を
「
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
条
の
七
」
を
「
第
五
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
雨
水
吐
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
）

第
五
条
の
四

雨
水
吐
（
合
流
式
の
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
排
水
施
設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。
第
五
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条
の
八
及
び
第
五
条
の
九
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
雨
水
の
影
響
が
大
き
い
時
に
下
水
の
一
部
を
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水

域
又
は
海
域
に
放
流
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

雨
水
の
影
響
が
大
き
く
な
い
時
に
お
い
て
は
当
該
雨
水
吐
か
ら
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
又
は
海
域
に
下
水
を
放

流
し
な
い
よ
う
に
、
及
び
雨
水
の
影
響
が
大
き
い
時
に
お
い
て
は
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
放
流
水
の
水
質
の
技
術

上
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
当
該
雨
水
吐
か
ら
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
又
は
海
域
に
放
流
す
る
下
水
の
量
を
減

ず
る
よ
う
に
、
適
切
な
高
さ
の
堰
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

せ
き

二

雨
水
吐
か
ら
の
き
よ
う
雑
物
の
流
出
を
最
少
限
度
の
も
の
と
す
る
よ
う
に
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が

講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
五
条
の
五
を
削
る
。

第
五
条
の
六
第
一
項
中
「
第
五
条
の
四
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
処
理
施
設
（
」
を
「
処
理
施
設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施

設
を
含
み
、
」
に
改
め
、
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第

二
項
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
五
と
す
る
。

第
五
条
の
七
中
「
前
三
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
六
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。
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（
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
構
造
の
基
準
）

第
五
条
の
七

法
第
七
条
第
二
項
（
法
第
二
十
五
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
構
造
の
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
五
条
の
十
一
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
に
共
通
す
る
構
造
の
基
準
）

第
五
条
の
八

排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。
第
五
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
共
通
す

る
構
造
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

堅
固
で
耐
久
力
を
有
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

二

コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
の
耐
水
性
の
材
料
で
造
り
、
か
つ
、
漏
水
及
び
地
下
水
の
浸
入
を
最
少
限
度
の
も
の
と
す
る

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
雨
水
を
排
除
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
多
孔
管
そ
の
他
雨
水
を
地
下
に

浸
透
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

屋
外
に
あ
る
も
の
（
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
し
て
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
覆
い
又
は
柵
の
設
置
そ
の
他
下
水
の
飛
散
を
防
止
し
、
及
び
人

の
立
入
り
を
制
限
す
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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四

下
水
の
貯
留
等
に
よ
り
腐
食
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
腐
食
し
に
く
い
材

料
で
造
り
、
又
は
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五

地
震
に
よ
つ
て
下
水
の
排
除
及
び
処
理
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
地
盤
の
改
良
、
可
撓
継
手
の
設
置
そ
の
他
の
国
土

と
う

交
通
大
臣
が
定
め
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
排
水
施
設
の
構
造
の
基
準
）

第
五
条
の
九

排
水
施
設
の
構
造
の
基
準
は
、
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

排
水
管
の
内
径
及
び
排
水
渠
の
断
面
積
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
数
値
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
計

き
よ

画
下
水
量
に
応
じ
、
排
除
す
べ
き
下
水
を
支
障
な
く
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

流
下
す
る
下
水
の
水
勢
に
よ
り
損
傷
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
減
勢
工
の
設
置
そ
の
他
水
勢
を
緩
和

す
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

暗
渠
そ
の
他
の
地
下
に
設
け
る
構
造
の
部
分
で
流
下
す
る
下
水
に
よ
り
気
圧
が
急
激
に
変
動
す
る
箇
所
に
あ
つ
て
は

き
よ

、
排
気
口
の
設
置
そ
の
他
気
圧
の
急
激
な
変
動
を
緩
和
す
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

暗
渠
で
あ
る
構
造
の
部
分
の
下
水
の
流
路
の
方
向
又
は
勾
配
が
著
し
く
変
化
す
る
箇
所
そ
の
他
管
渠
の
清
掃
上
必
要

き
よ

き
よ



- 14 -

な
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
。

五

ま
す
又
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は
、
蓋
（
汚
水
を
排
除
す
べ
き
ま
す
又
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
あ
つ
て
は
、
密
閉
す
る
こ
と
が

で
き
る
蓋
）
を
設
け
る
こ
と
。

六

雨
水
流
域
下
水
道
の
雨
水
の
流
量
を
調
節
す
る
た
め
の
施
設
は
、
当
該
雨
水
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道

の
排
水
区
域
に
お
け
る
降
水
量
、
当
該
雨
水
の
放
流
先
の
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
又
は
海
域
の
水
位
又
は
潮
位
そ

の
他
の
状
況
に
応
じ
、
排
除
す
る
雨
水
の
流
量
を
適
切
に
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

（
処
理
施
設
の
構
造
の
基
準
）

第
五
条
の
十

第
五
条
の
八
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
処
理
施
設
（
終
末
処
理
場
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
二
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
構
造
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

脱
臭
施
設
の
設
置
そ
の
他
臭
気
の
発
散
を
防
止
す
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

汚
泥
処
理
施
設
（
汚
泥
を
処
理
す
る
処
理
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
、
排
液
又

は
残
さ
い
物
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
措

置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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（
適
用
除
外
）

第
五
条
の
十
一

第
五
条
の
六
の
規
定
は
、
前
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
と
こ
ろ
」
の
下
に
「
を
参
酌
し
て
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
九
の
見
出
し
中
「
技
術
上
の
」
を
削
り
、
同
条
中
「
第
五
条
の
四
、
第
五
条
の
五
」
を
「
第
五
条
の
八
、
第

五
条
の
九
」
に
改
め
、
「
及
び
第
七
号
」
を
削
り
、
「
第
五
条
の
七
」
を
「
第
五
条
の
十
一
」
に
改
め
、
「
に
関
し
て
必
要

な
技
術
上
」
を
削
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
技
術
上
の
」
を
削
り
、
同
条
中
「
に
関
し
て
必
要
な
技
術
上
」
を
削
る
。

（
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
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設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
（
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
五
十
三
条
第

二
項
、
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
「
、
第
四
十
三
条
第
三
項
」
を
削
る
。

一

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第

二
百
八
十
四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号

二

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
第
十
号

（
都
市
計
画
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
建
築
の
」
を
「
建
築
等
の
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
わ
た
る
も
の
に
限

る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
わ
た
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る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
、
車
線
の
数
が
四
以
上
の
も
の

又
は
」
を
削
り
、
同
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
国
又
は
都
道

府
県
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
中
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か

ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
十

号
と
し
、
第
十
四
号
を
削
る
。

第
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
小
規
模
な
」
を
「
大
規
模
な
」
に
改
め
、
同
条
各
号
中
「
超
え
な
い
」
を
「
超
え
る

」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
三
を
第
十
条
の
四
と
し
、
第
十
条
の
二
を
第
十
条
の
三
と
し
、
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
五
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
市
街
地
開
発
事
業
等
予
定
区
域
）

第
十
条
の
二

法
第
十
五
条
第
一
項
第
七
号
の
広
域
の
見
地
か
ら
決
定
す
べ
き
都
市
施
設
又
は
根
幹
的
都
市
施
設
の
予
定
区

域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
予
定
区
域
と
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
首
都
圏
整
備
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
」
を
加
え
、
同
項
第

二
号
中
「
近
畿
圏
整
備
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
中
部
圏
開
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発
整
備
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
二
号
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
第
六
号
中
「
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
」
を
加
え
る
。

第
三
章
第
二
節
の
節
名
中
「
建
築
」
を
「
建
築
等
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
若
し
く
は
市
長
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」

の
下
に
「
又
は
市
長
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
を
削
る
。

第
四
十
四
条
の
二
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同

条
を
第
四
十
五
条
と
す
る
。

第
四
十
六
条
中
「
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第

二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

用
途
地
域
、
特
例
容
積
率
適
用
地
区
又
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

（
都
市
再
開
発
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

都
市
再
開
発
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
四
十
六
条
の
十
五
の
表
第
六
十
六
条
第
七
項
の
項
中
「
附
加
増
置
」
を
「
付
加
増
置
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
申
請
し
、
又
は
同
項
の
協
議
を
申
し
出
よ
う
」
を
「
申
請
し
よ
う
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
法
第
七
条
の
四
第
一
項
、
法
第
七
条
の
五
か
ら
第
七
条
の
七
ま
で
、
法
第
六
十
条
第
一
項
、
法
第
六
十

一
条
第
一
項
、
法
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
六
十
六
条
、
法
第
九
十
八
条
第
二
項
（
法
第
百
十
八
条
の
二
十

七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
並
び
に
」
を
削
る
。

（
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
係
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
係
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
四
年
政

令
第
三
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
以
上
の
風
致
地
区
」
の
下
に
「
（
二
以
上
の
市
町
村
（
都
の
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
域
に
わ

た
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
単
に
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
）
」
及
び
「
（

都
の
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
指
定
都
市
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
単
に
「
中
核
市
」
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と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
三
第
一
項
の
特
例
市
（
以
下
単
に
「
特
例
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
長
。
以
下
同
じ
」
を
「
市
（
都
の
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
域
内
に
あ
つ
て
は
、
当
該

市
の
長
。
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
堆
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

た

い

中
「
指
定
都
市
、
中
核
市
、
特
例
市
」
を
「
市
」
に
改
め
、
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
」
を
加
え
、
「
市
町
村
。
」
を
「
町
村
。
」
に
、
「
都
道
府
県
知
事
、
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
、
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
ハ

中
「
都
道
府
県
知
事
」

(2)

を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
イ
中
「
地
貌
」
を
「
地
貌
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
こ
え
な
い
」
を

ぼ

う

「
超
え
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
堆
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
る
。

た

い

（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
市
の
区
域
内
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
の
長
。
第
四
条
に
お
い
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て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の

指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市

」
と
い
う
。
）
」
を
「
市
」
に
、
「
指
定
都
市
又
は
中
核
市
」
を
「
市
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
、
指
定
都
市
」
を
「
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
、
中
核
市
」
を
「
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十

二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第

三
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
申
請
し
、
又
は
同
項
の
協
議
を
申
し
出
よ
う
」
を
「
申
請
し
よ
う
」
に
改
め
る
。

（
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
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の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
」
を
削
り
、
同
項
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三

航
空
機
の
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
に
配
意
し
た
土
地
利
用
を
図
る
た
め
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
地
域
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
を
考
慮
し
て
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ

る
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ

生
活
環
境
施
設

ロ

産
業
基
盤
施
設

ハ

国
土
保
全
施
設

ニ

ス
ポ
ー
ツ
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
施
設

ホ

そ
の
他
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
施
設

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除
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（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第

二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
前
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
る
。

第
九
条
を
削
り
、
第
十
条
を
第
九
条
と
し
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
中
「
申
請
し
、
又
は
同
項
の
協
議
を
申
し
出
よ
う
」
を
「
申
請
し
よ
う
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
中
「
、
第
百
九
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
九
十
二
条
第
一
項
、
法
第
百
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市

再
開
発
法
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
百

八
十
三
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
計
画
法
第
八
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
八

十
二
条
第
一
項
」
を
削
る
。
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（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
号
イ

を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
国
又
は
都
道
府
県
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」

(3)

を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
掲
げ
る
市
街
地
開
発
事
業
」
の
下
に
「
で
あ
っ
て
、
国
の
機
関
又
は
都
道
府
県
が
施
行
す
る
と

見
込
ま
れ
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
わ
た
る
も
の
に
限
る
。

）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
緑
地
保
全
地
域
」
の
下
に
「
（
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に

わ
た
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
以
上
の
」
を
「
以
上
で
、
か
つ
、
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
わ
た
る
」
に
改
め

、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
―
第
三
十
二
条
」
を
「
・
第
三
十
一
条
」
に
改
め
る
。
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第
十
六
条
及
び
第
二
十
四
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
市
の
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
の
長
）
」
を
加
え

る
。第

二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
、
「
組
合
」
と
あ
る
の

は
「
都
道
府
県
知
事
（
市
の
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
の
長
。
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同

条
第
三
項
中
「
組
合
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
等
は
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
中
「
組
合
に

」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
等
に
」
と
、
第
八
条
第
四
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
二
項
並
び
に
第
十
一
条
第

二
項
及
び
第
三
項
中
「
組
合
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
、
第
八
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
及

び
第
十
条
第
一
項
中
「
理
事
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
等
が
指
名
す
る
そ
の
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
三
十
条
を
削
る
。

第
三
十
一
条
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
、
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）



- 26 -

」
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
三
十
二
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
十
四
条
第
一
項
第
九
号
中
「
（
同
法
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
五
十
三

条
第
二
項
、
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
「
、
第
四
十
三
条
第
三
項
」
を
削
る
。

（
景
観
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
号
中
「
若
し
く
は
第
十
八
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
若
し
く
は

同
法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
の
同
意
」
を
削
り
、
「
若
し
く
は
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
八
十
七
条
の
二
第

一
項
若
し
く
は
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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（
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令

第
二
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
の
表
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十

七
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
市
町
村
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項

に
規
定
す
る
中
核
市
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
町
村
」
に
、
「
当
該
市
町
村
」
を
「
当
該
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
る
。

（
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）
の
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一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
ロ
中
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
三
十
七
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
認
定
市
町
村
」
を
「
認
定
町
村
」
に
改
め
る
。

（
空
港
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

空
港
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
附
則
第
三
条
第
四
項
」
を
「
附
則
第
三
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
内
閣
府
に
お
い
て
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
又
は
事
務
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

内
閣
府
に
お
い
て
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
又
は
事
務
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
三

年
政
令
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
七
号
カ
中
「
第
五
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

、
第
一
条
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
の
改
正
規
定

を
除
く
。
）
、
第
六
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
（
都
市
再
開
発
法
施
行
令
第
四
十
九
条
の
改
正
規

定
を
除
く
。
）
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に

関
す
る
法
律
施
行
令
第
五
十
九
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
三
条
（
景
観
法

施
行
令
第
六
条
第
一
号
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条

の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
係
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）
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第
二
条

第
十
四
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
都
市
計
画
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
（
都

道
府
県
が
定
め
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
現
条
例
」
と
い
う
。
）
は
、
第
十
四
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に

係
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
政
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
基
準
に
従
っ

た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
そ
の
日
以
前
に
、
都
道
府
県
が
新
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
た
条
例
の
制
定
及
び
施
行
を
し

た
と
き
は
現
条
例
の
う
ち
面
積
が
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
風
致
地
区
（
二
以
上
の
市
町
村
（
都
の
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域
に
わ
た
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
、
市
町
村
が
新
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
た
条

例
の
制
定
及
び
施
行
を
し
た
と
き
は
現
条
例
の
う
ち
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
面
積
が
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
風
致
地

区
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
新
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
た
条
例
の
施
行
の
日
以
後
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
の
項
中
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「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
る
。
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理

由

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施

行
に
伴
い
、
国
土
交
通
省
関
係
政
令
等
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


